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★第63回浅川町敬老会

★町のわだい・できごと

★町民リレー・米寿祝い

★保健センターだより

★国保だより

★各種お知らせ

★10月の主な行事

★壮年ソフト・

　父ちゃん母ちゃんバレー大会

検索

今 月 の 主 な 内 容
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川
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10
〜
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
〜

長
寿
を
祝
し
祭
典
を
開
催

写真上：
敬老年金証書を受け取る
山野邉　博さん（本町一区）
写真右：
第2部の演芸（あさかわ
フラダンスの会）
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招
待
さ
れ
た
方
々
を
代
表
し
、
浅
川
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
の
圓
谷
文
雄
さ
ん
（
山

白
石
５
区
）
か
ら
御
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
金
成
行
政
区
長
会
長
の
音
頭
の

も
と
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
ヤ
ク
ル
ト
の
乾

杯
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

代
表
謝
辞
・
長
寿
を

　
　
　
　

祝
し
て
の
乾
杯

　

敬
老
会
の
式
典
の
後
は
、
お
楽
し
み
の
園

芸
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
各
保
育
所
や
幼
稚

園
、
婦
人
会
や
町
内
で
活
躍
し
て
い
る
芸
能

団
体
の
方
々
な
ど
に
よ
る
、
歌
や
踊
り
、
楽

器
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
出
席
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

浅
川
町
で
は
、
平
成
25
年

9
月
1
日
現
在
、
人
口

6
　

9
3
9
人
に
対
し
、
80

歳
以
上
の
方
は
621
名
、
90
歳

以
上
の
方
は
105
名
で
す
。
町

内
の
高
齢
化
率
（
総
人
口
に

占
め
る
65
歳
以
上
人
口
の
割

合
）
は
26
・
9
％
で
す
。

歌
や
踊
り
の

　
　
　

楽
し
い
ひ
と
と
き

町
の
高
齢
者
人
口
は
？

圓谷会長による謝辞有志一同による「浅川音頭」

長寿を祝し、乾杯!！

大草長寿会「山形大黒舞」 消火訓練を披露した山白石保育所浅川保育所「フラ・フラフラダンス」

毎年恒例「地雷火太鼓」 浅川ちどり琴の会

浅川幼稚園「ソイヤ！」 婦人会「めんない千鳥」東大畑福寿会のハーモニカ演奏

,
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式
典
で
は
、
須
藤
町
長
や
来
賓
の
方
々
か

ら
長
寿
を
祝
う
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

様
々
な
祝
い
の
品
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
敬
老
年
金
が
支
給
さ
れ
る
方
に

授
与
さ
れ
る
敬
老
年
金
証
書
は
、
52
名
を
代

表
し
て
山
野
邉
博
さ
ん
（
本
町
一
区
）
に
、

敬
老
年
金
目
録
は
川
音
正
平
さ
ん
（
里
白

石
）
に
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

記
念
品
は
、
最
高
年
齢
者
記
念
品
が
岡
部

嘉
𠮷
さ
ん
（
男
性
99
歳
・
染
）
と
佐
藤
サ
ダ

さ
ん
（
女
性
102
歳
・
荒
町
）
に
贈
ら
れ
た
ほ

か
、
90
歳
以
上
敬
老
者
記
念
品
が
91
名
を
代

表
し
て
迎
久
代
さ
ん
（
山
白
石
6
区
）
、
敬

老
者
記
念
品
が
招
待
者
全
員
を
代
表
し
て
高

坂
智
恵
子
さ
ん
（
中
里
）
に
、
80
歳
以
上
夫

婦
健
在
者
の
記
念
品
が
、
80
組
の
夫
婦
を
代

表
し
て
市
川
好
道
・
ハ
ル
子
さ
ん
ご
夫
婦

（
荒
町
）
に
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

金
婚
式
を
迎
え
た
ご
夫
婦
に
、
県
の
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
長
と
福
島
民
報
社
か
ら
、
表

彰
状
と
記
念
の
お
し
ど
り
夫
婦
メ
ダ
ル
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
金
婚
夫
婦
9
組
を
代
表
し
て
、

金
澤
克
三
・
ハ
ル
エ
さ
ん
ご
夫
婦
（
東
大
畑

一
区
）
が
受
領
し
ま
し
た
。

　

9
月
16
日
ま
で
に
満
75
歳
以
上
に
な
る
方
を
迎
え
て
、
毎
年
盛
大
に
行
わ
れ
る
長
寿

を
祝
す
祭
典
「
浅
川
町
敬
老
会
」
が
、
9
月
14
日
㈯
、
町
民
体
育
館
に
お
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
招
待
さ
れ
た
方
は
962
名
。
式
典
に
は
約
400
名
が
出
席
し
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

金婚夫婦の表彰状と記念品を
受領する金澤さんご夫婦

90歳以上敬老者記念品を受領する
迎さん

80歳以上夫婦健在者記念品を受領する
市川さんご夫婦

敬老者記念品を受領する
高坂さん

代表受領、80歳以上夫婦記念品（新規）、金婚夫婦表彰を受けた皆さん

金
婚
夫
婦
表
彰

様
々
な
祝
い
の
品
を
贈
呈

・
金
婚
夫
婦
（
９
夫
婦
・
敬
称
略
）

 

荒
町

舟
木
　

範
明

　
　
　

タ
イ

吉
田
　

洋
右

　
　
　

ヒ
メ
子

江
口
　

保
隆

　
　
　

ミ
ヨ

 
簑
輪

兼
子
　

政
春

　
　
　

ナ
カ
子

八
代
　

敏

　
　
　

隆
子

 

本
町
二
区

塩
田
　

政
明

　
　
　

マ
サ
子

 

大
草

鈴
木
　

庄
三

　
　
　

ハ
ツ
ノ

 

東
大
畑
一
区

金
澤
　

克
三

　
　
　

ハ
ル
ヱ

 

染遠藤
　

重
男

　
　
　

勝
子
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滝
輪
一
区

岡
部
　

光
雄
　
　

91
歳

　
　
　

フ
ク
　
　

93
歳

酒
井
　

成
弘
　
　

85
歳

　
　
　

ミ
ヨ
シ
　

82
歳

川
井
　

武
義
　
　

85
歳

　
　
　

初
子
　
　

81
歳

川
井
　

一
　
　
　

84
歳

　
　
　

洋
子
　
　

80
歳

白
瀬
　

信
夫
　
　

81
歳

　
　
　

繁
代
　
　

80
歳

 

小
貫

芳
賀
　

啓
吉
　
　

94
歳

　
　
　

ト
ミ
ヨ
　

89
歳

矢
吹
　

政
雄
　
　

89
歳

　
　
　

シ
ゲ
　
　

86
歳

鈴
木
　

昭
二
　
　

85
歳

　
　
　

公
子
　
　

85
歳

薄
井
　

弘
貞
　
　

82
歳

　
　
　

イ
エ
　
　

81
歳

 

太
田
輪

大
河
内
米
一
　
　

83
歳

　
　
　

キ
ヨ
ノ
　

82
歳

近
藤
　

辰
次
　
　

85
歳

　
　
　

タ
キ
　
　

81
歳

近
藤
　

昭
郎
　
　

81
歳

　
　
　

秀
子
　
　

80
歳

 

山
白
石
一
区

生
田
目
藤
吉
　
　

86
歳

　
　
　

ト
ミ
　
　

87
歳

 

山
白
石
二
区

迎
　
　

未
智
男
　

84
歳

　
　
　

タ
ツ
ヨ
　

85
歳

小
室
　

信
男
　
　

84
歳

　
　
　

イ
ミ
子
　

83
歳

根
本
　

利
美
　
　

81
歳

　
　
　

キ
ク
ノ
　

82
歳

 

里
白
石

小
宅
　

芳
雄
　
　

87
歳

　
　
　

千
枝
　
　

88
歳

関
根
　

宏
　
　
　

84
歳

　
　
　

キ
ミ
　
　

84
歳

緑
川
　

雄
二
郎
　

90
歳

　
　
　

悦
子
　
　

83
歳

木
田
　

忠
夫
　
　

84
歳

　
　
　

良
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歳

川
音
　

正
平
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歳

　
　
　

チ
ヨ
子
　

81
歳

 

福
貴
作

生
田
目
勝
男
　
　

90
歳

　
　
　

リ
キ
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歳

金
澤
　

春
雄
　
　

85
歳

　
　
　

ヤ
ス
子
　

87
歳

小
貫
　

定
　
　
　

81
歳

　
　
　

ト
ク
　
　

82
歳

 

染岡部
　

義
男
　
　

85
歳

　
　
　

テ
ル
子
　

86
歳

八
旗
　

喜
一
　
　

87
歳

　
　
　

ハ
ル
子
　

85
歳

岡
部
　

照
男
　
　

85
歳

　
　
　

イ
ネ
　
　

84
歳

遠
藤
　

勝
　
　
　

85
歳

　
　
　

マ
サ
子
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歳

佐
久
間
新
作
　
　

82
歳

　
　
　

マ
サ
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歳

都
筑
　

正
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歳

　
　
　

シ
メ
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井
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シ
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タ
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野
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歳
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ナ
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歳

田
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歳

　
　
　

ハ
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歳

 

簔
輪

小
針
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歳

　
　
　

ハ
ル
ヨ
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兼
子
　

和
美
　
　

83
歳

　
　
　

サ
ツ
　
　

82
歳

兼
子
　

勝
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歳

　
　
　

春
枝
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袖
山

小
針
　

久
ニ
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歳

　
　
　

ナ
ミ
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白
川
　

光
次
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モ
ト
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歳

 

荒
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緑
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源
治
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榮
子
　
　

89
歳

大
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由
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ア
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大
谷
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ヨ
シ
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ヱ
イ
子
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歳

佐
久
間
照
次
　
　

85
歳

　
　
　

春
江
　
　

81
歳

鬼
澤
　

利
夫
　
　

85
歳

　
　
　

タ
ミ
ヨ
　

81
歳

江
田
　

二
三
雄
　

87
歳

　
　
　

チ
イ
　
　

82
歳

塩
田
　

喜
次
　
　

84
歳

　
　
　

ツ
ネ
　
　

80
歳

市
川
　

好
道
　
　

84
歳

　
　
　

ハ
ル
子
　

80
歳

田
子
　

光
次
　
　

82
歳

　
　
　

ハ
ル
　
　

80
歳

 

本
町
一
区

上
田
　

林
助
　
　

96
歳

　
　
　

淑
子
　
　

90
歳

男
　

岡
部
　

嘉
𠮷
99
歳

　
　
　
　
　
　
　

（
染
）

女
　

佐
藤
　

サ
ダ
102
歳

　
　
　
　
　
　

（
荒
町
）

平
成
25
年
度
浅
川
町

最
高
年
齢
者（
敬
称
略
）

80
歳
以
上
夫
婦
健
在
者

（
80
夫
婦
・
敬
称
略
）

川
崎
　

文
雄
　
　

83
歳

　
　
　

セ
ツ
　
　

82
歳

我
妻
　

盛
雄
　
　

89
歳

　
　
　

シ
サ
ヨ
　

81
歳

 

山
白
石
三
区

酒
井
　

孝
三
郎
　

86
歳

　
　
　

ト
モ
ヱ
　

92
歳

生
田
目
忠
一
　
　

89
歳

　
　
　

福
子
　
　

85
歳

 

山
白
石
五
区

須
藤
　

茂
　
　
　

88
歳

　
　
　

ミ
サ
ヲ
　

86
歳

須
藤
　

光
男
　
　

86
歳

　
　
　

キ
ク
　
　

83
歳

迎
　
　

好
春
　
　

82
歳

　
　
　

テ
ル
　
　

83
歳

圓
谷
　

昭
一
　
　

84
歳

　
　
　

マ
サ
イ
　

81
歳

 

山
白
石
七
区

鈴
木
　

政
男
　
　

87
歳

　
　
　

初
枝
　
　

87
歳

鈴
木
　

勝
男
　
　

85
歳

　
　
　

サ
ト
　
　

86
歳

水
野
　

淑
次
郎
　

81
歳

　
　
　

イ
ウ
　
　

81
歳

こ
の
名
簿
は
8
月
25
日

現
在
で
作
成
し
て
お
り
、

年
齢
は
9
月
16
日
現
在

の
年
齢
で
す
。

香

 

根
岸

江
田
　

勝
冶
　
　

87
歳

　
　
　

ミ
イ
　
　

86
歳

江
田
　

正
昭
　
　

86
歳

　
　
　

フ
ミ
子
　

84
歳

江
田
　

門
　
　
　

84
歳

　
　
　

ナ
ツ
　
　

81
歳

 

大
草

鈴
木
　

久
雄
　
　

85
歳

　
　
　

洋
子
　
　

87
歳

溝
井
　

春
一
　
　

81
歳

　
　
　

榮
　
　
　

81
歳

芳
賀
　

美
喜
男
　

82
歳

　
　
　

ウ
ラ
子
　

81
歳

 

中
里

渡
邉
　

甲
子
男
　

88
歳

　
　
　

ヨ
シ
ノ
　

85
歳

渡
辺
　

守
　
　
　

84
歳

　
　
　

ス
イ
　
　

84
歳

岡
部
　

諭
　
　
　

81
歳

　
　
　

千
枝
子
　

80
歳

 

東
大
畑
二
区

白
川
　

清
　
　
　

94
歳

　
　
　

ヒ
ロ
　
　

88
歳

江
田
　

正
美
　
　

90
歳

　
　
　

カ
ツ
ヨ
　

81
歳

小
林
　

宏
　
　
　

83
歳

　
　
　

ツ
ヤ
子
　

80
歳

内
田
　

昭
一
　
　

83
歳

　
　
　

滿
枝
　
　

80
歳

 

畑
田

根
本
　

長
治
　
　

83
歳

　
　
　

ナ
ツ
子
　

83
歳
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髙
梨
吉
江

梅
澤
セ
ツ

⻆
田
正
義

八
木
沼

ス
エ

⻆ 矢

吹

芳

江
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今
年
で
第
42
回
目
と
な
る
壮
年
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
・
父
ち
ゃ
ん
母
ち
ゃ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
、
８
月
25
日
㈰
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
及
び
町
民
体
育
館
、
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
に
は
、
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

に
11
チ
ー
ム
、
父
ち
ゃ
ん
母
ち
ゃ
ん
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
に
13
チ
ー
ム
、
総
勢
約
320
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
昨
年
優
勝
の
荒
町

Ｂ
チ
ー
ム
（
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
、
荒
町

Ｃ
チ
ー
ム
（
父
ち
ゃ
ん
母
ち
ゃ
ん
バ
レ
ー
）

よ
り
優
勝
カ
ッ
プ
の
返
還
が
行
わ
れ
、
山
白

石
Ａ
チ
ー
ム
の
高
野
喜
寛
さ
ん
と
東
大
畑

チ
ー
ム
の
山
崎
美
智
さ
ん
が
力
強
く
選
手
宣

誓
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、須
藤
町
長
に
よ
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
始
球
式
に
よ
り
競
技
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
笑
顔
で
楽

し
そ
う
に
プ
レ
ー
を
し
、
爽
や
か
な
汗
を
流

し
ま
し
た
。
ま
た
、
白
熱
し
た
戦
い
を
繰
り

広
げ
、
試
合
を
通
じ
て
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
戦
方
式
、
父
ち
ゃ
ん
母
ち
ゃ
ん
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
は
リ
ー
グ
戦
方
式
の
あ
と
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
を
行
い
ま
し
た
。

　

激
闘
の
末
、
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
里
白

石
チ
ー
ム
が
、
父
ち
ゃ
ん
母
ち
ゃ
ん
バ
レ
ー

は
荒
町
Ｃ
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
荒
町
Ｃ
チ
ー

ム
は
４
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

!!!!

大
会

　
　
　
　
　

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

父
ち
ゃ
ん
母
ち
ゃ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

　
　
　
　
　

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

父
ち
ゃ
ん
母
ち
ゃ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

!!
激
闘
!!
激
闘

ソフトボール優勝　里白石チームバレーボール優勝　荒町Cチーム

優
　

勝
　

荒
町
Ｃ

準
優
勝
　

本
町
二
区

第
三
位
　

本
町
一
区
Ｂ

第
三
位
　

袖
山

個
人
賞

最
優
秀
選
手
賞
　

水
野
　

俊

優
秀
選
手
賞
　

小
濃
　

順
子

敢　

闘　

賞
　

佐
久
間
　

誠

敢　

闘　

賞
　

小
針
　

久
幸

（
敬
称
略
）

優
　

勝
　

里
白
石

準
優
勝
　

山
白
石
Ｂ

第
三
位
　

本
町
一
区

第
三
位
　

太
田
輪

個
人
賞

最
優
秀
選
手
賞
　

小
宅
　

利
夫

優
秀
選
手
賞
　

生
田
目
　

元

敢　

闘　

賞
　

白
坂
　

三
喜
男

敢　

闘　

賞
　

矢
内
　

智
之

父
ち
ゃ
ん
母
ち
ゃ
ん

　
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
成
績

（
町
民
体
育
館
・
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
）

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
成
績

　
　
　

（
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
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日
本
の
伝
統
文
化
を
知
っ
て
も
う

ら
お
う
と
、
８
月
５
日
㈪
、
児
童
ク

ラ
ブ
で
民
謡
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
栢
本
幸
雄
さ
ん
（
染
）

ら
浅
川
民
謡
会
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
花
笠
音
頭
、
会
津
磐

梯
山
な
ど
の
演
奏
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

演
奏
の
後
に
は
、
三
味
線
や
尺
八
、

太
鼓
、
鉦
な
ど
、
演
奏
に
使
わ
れ
た

日
本
和
楽
器
の
説
明
が
あ
り
、
日
本

の
文
化
に
ふ
れ
て
も
ら
う
た
め
、
実

際
に
児
童
に
楽
器
を
体
験
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
初
め
て
見
る
日
本
楽

器
に
興
味
津
々
で
、
思
い
思
い
に
楽

器
に
触
れ
、
手
に
取
り
、
音
を
奏
で

る
こ
と
で
日
本
の
伝
統
文
化
を
学
び

ま
し
た
。

児
童
ク
ラ
ブ
民
謡
教
室

ス
ポ
ー
ツ
祭
へ
出
場
!!

駐
在
所
員
を
激
励

　

石
川
地
区
出
身
警
察
官
父
兄
会
に

よ
る
駐
在
所
員
へ
の
激
励
慰
問
が
、

８
月
８
日
㈭
、
町
駐
在
所
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

駐
在
所
に
は
、
町
父
兄
会
の
圓
谷

勝
好
さ
ん
（
山
白
石
六
区
）
、
水
野

静
夫
さ
ん
（
本
町
ニ
区
）
、
小
室
敎

子
さ
ん
（
荒
町
）
、
石
川
地
区
父
兄

会
の
会
長
及
び
事
務
局
が
訪
れ
ま
し

た
。
石
川
警
察
署
の
近
藤
政
信
署
長

が
同
席
す
る
中
、
所
員
に
激
励
の
言

葉
と
激
励
品
が
贈
ら
れ
、
激
励
を
受

け
た
池
田
裕
一
班
長
、
高
橋
眞
主
任

か
ら
御
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
１
日
付
の
人
事
異
動

で
、
高
橋
主
任
が
山
橋
駐
在
所
へ
異

動
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
橋
主
任
に
は
、
着
任
以
来
町
の

治
安
維
持
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

東
京
都
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
に
お

い
て
、
10
月
12
日
㈯
〜
14
日
㈪
に
行

わ
れ
る
障
が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
、
「
第
13
回
全
国
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」
に
出
場
が
決
定
し
た

緑
川
秀
太
さ
ん
（
本
町
一
区
）
へ
、

８
月
８
日
㈭
、
役
場
町
長
室
に
お
い

て
激
励
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

福
島
市
の
県
立
盲
学
校
高
等
部
２

年
生
の
緑
川
さ
ん
は
、
寮
生
活
を
し

な
が
ら
県
内
の
陸
上
競
技
場
を
拠
点

に
日
々
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。
全

国
大
会
へ
の
予
選
を
兼
ね
て
５
月
に

あ
い
づ
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
た

「
県
障
害
者
体
育
大
会
」
で
は
、
見

事
好
成
績
を
残
し
、
100
メ
ー
ト
ル
走

と
走
り
幅
跳
び
で
今
大
会
の
福
島
県

代
表
の
切
符
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

　

全
国
の
舞
台
で
も
活
躍
で
き
る
よ

う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

町
内
小
・
中
学
校
の
皆
さ
ん
が
、

心
に
思
い
考
え
て
い
る
こ
と
や
、
感

じ
て
い
る
こ
と
を
発
表
す
る
「
第
22

回
浅
川
町
少
年
の
主
張
大
会
」
が
、

8
月
28
日
㈬
、
町
中
央
公
民
館
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
8
名
の
皆
さ
ん
は
、
社

会
や
世
界
に
向
け
て
の
意
見
、
未
来

へ
の
希
望
や
提
案
、
家
庭
、
学
校
生

活
、
社
会
（
地
域
活
動
）
及
び
身
の

回
り
や
友
達
と
の
関
わ
り
な
ど
様
々

な
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
、
会
場
に
い

た
方
々
の
心
に
残
る
素
晴
ら
し
い
発

表
を
し
ま
し
た
。

　

発
表
終
了
後
は
、
須
藤
町
長
よ
り

一
人
ひ
と
り
に
賞
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
発
表
順
・
敬
称
略
）

○
金
澤
　

優
花
（
浅
川
中
3
年
）

　

命
の
重
さ
〜
弟
か
ら
改
め
て
〜

○
関
根
　

猛
人
（
浅
川
小
6
年
）

　

命
や
心
の
大
切
さ

○
笹
島
麻
友
美
（
山
白
石
小
6
年
）

　

か
げ
口
は
止
め
ま
す

○
薄
井
　

響
紀
（
浅
川
中
1
年
）

　

妹
の
入
院

○
緑
川
　

稚
菜
（
浅
川
小
6
年
）

　

世
界
は
広
い

○
橋
本
　

裕
二
（
里
白
石
小
6
年
）

　

「
平
和
」
の
た
め
の
努
力
と
は

○
緑
川
　

五
月
（
浅
川
中
2
年
）

　

笑
顔
を
届
け
る

○
鈴
木
し
お
り
（
浅
川
小
6
年
）

　

私
を
支
え
て
く
れ
る
人

心
に
残
る

　

８
名
の
主
張

心
に
残
る

　

８
名
の
主
張
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立
春
か
ら
二
百
十
日
は
昔
か
ら
強

い
風
が
吹
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
風
の
被
害
か
ら
農
作
物

を
守
る
た
め
の
伝
統
行
事
、
「
風
袋

様
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

風
袋
様
は
福
貴
作
地
区
で
古
く
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
行
事
で
、
大
き
な

目
で
に
ら
み
、
大
き
な
口
で
台
風
を

飲
み
込
む
風
袋
様
を
作
り
飾
り
付
け

る
こ
と
で
、
台
風
か
ら
稲
作
を
守
り
、

豊
作
を
祈
る
と
い
う
全
国
的
に
も
珍

し
い
嵐
除
け
の
伝
統
行
事
で
す
。

　

今
回
風
袋
様
が
行
わ
れ
た
の
は
福

貴
作
ニ
班
と
四
班
で
、
８
月
25
日
㈰

に
行
わ
れ
た
四
班
の
風
袋
様
で
は
、

NHK
総
合
テ
レ
ビ
の
「
は
ま
な
か
あ
い

づ
」
の
取
材
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
作
成
さ
れ
た
風
袋
様
は
、
福

貴
作
地
内
の
国
道
118
号
沿
い
と
鉄
道

水
郡
線
沿
い
に
飾
り
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

「
道
の
日
」 
　

道
路
美
化
作
業

防
犯
協
会
街
頭
活
動

風
か
ら
農
作
物
を
守
る

　

９
月
の
「
が
ん
征
圧
月
間
」
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
「
富
三
レ
ス
ト
ラ

ン
」
が
９
月
５
日
㈭
〜
７
日
㈯
の
３

日
間
、
吉
田
富
三
記
念
館
に
お
い
て

オ
ー
プ
ン
し
、
約
150
名
の
方
が
訪
れ

ま
し
た
。

　

富
三
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
免
疫
力
を

高
め
る
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
提

供
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
訪
れ
た
皆
さ

ん
に
、
が
ん
予
防
に
つ
い
て
の
正
し

い
知
識
と
食
事
の
摂
り
方
に
つ
い
て

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
普

段
の
食
事
で
摂
り
が
ち
な
塩
分
に
気

を
使
っ
た
「
減
塩
と
野
菜
た
っ
ぷ
り

定
食
」
を
食
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
を
摂
り
、
病
気
に
な
り
に
く

い
体
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

バ
ラ
ン
ス
の
良
い

　
　

食
事
で
健
康
に
!!

初
秋
ア
ウ
ト
ド
ア
満
喫
！

　
　
　
　
　

婚
活
ツ
ア
ー

　

平
成
25
年
度
石
川
地
方
町
村
広
域

連
携
事
業
（
婚
活
事
業
）
第
２
回
イ

ベ
ン
ト
が
、
９
月
８
日
㈰
、
鮫
川
村

の
鹿
角
平
観
光
牧
場
で
開
催
さ
れ
、

男
性
18
名
、
女
性
12
名
、
合
計
30
名

が
参
加
し
、
３
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
み
ち
の

く
ボ
ン
ガ
ー
ズ
の
天
竺
一
さ
ん
と
お

か
ち
ゃ
ん
が
司
会
進
行
を
務
め
、
参

加
者
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
ゲ
ー
ム
を

楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

婚
活
事
業
は
、
男
女
の
出
会
い
の

場
を
設
け
る
と
と
も
に
、
各
種
講
座

を
通
し
て
自
分
を
磨
く
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
12
月
８
日
㈰

に
『
お
も
て
な
し
の
豪
華
料
理
と

た
っ
ぷ
り
の
フ
リ
ー
タ
イ
ム
』
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

町
建
設
業
協
力
会
（
圓
谷
健
一
会

長
）
に
加
盟
し
て
い
る
建
設
会
社
の

皆
さ
ん
が
、
８
月
の
「
道
路
ふ
れ
あ

い
月
間
」
の
一
環
と
し
て
、
８
月
10

日
の
「
道
の
日
」
に
町
内
の
幹
線
道

路
を
中
心
に
美
化
作
業
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
作
業
は
毎
年
、
安
全
で
快
適

な
道
路
環
境
を
保
持
す
る
目
的
で
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
猛
暑
の
中
、

特
殊
な
道
路
清
掃
作
業
車
を
活
用
し

な
が
ら
作
業
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
建
設
業
協
力
会
の
皆
さ
ん

に
は
、
先
日
の
河
川
の
草
刈
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作

戦
な
ど
で
、
地
域
の
た
め
に
多
大
な

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

建
設
業
協
会
の
皆
さ
ん
、
い
つ
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

お
盆
や
夏
休
み
期
間
中
の
青
少
年

の
非
行
、
そ
の
他
の
事
件
・
事
故
な

ど
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
８
月

16
日
㈮
の
「
浅
川
花
火
大
会
」
の
後
、

夜
間
街
頭
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

活
動
に
は
町
防
犯
協
会
を
始
め
、

石
川
警
察
署
、
防
犯
指
導
隊
、
防
犯

連
絡
責
任
者
会
、
石
川
郡
交
通
安
全

協
会
浅
川
分
会
な
ど
か
ら
約
50
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

活
動
は
参
加
者
が
３
つ
の
班
に
分

か
れ
、
人
が
集
ま
る
浅
川
駅
、
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
浅
川
店
、
町
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
な
ど
を
中
心
に
町
内
を
歩
き
、

街
頭
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

忙
し
い
中
参
加
さ
れ
た
皆
様
、
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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立
春
か
ら
二
百
十
日
は
昔
か
ら
強

い
風
が
吹
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
風
の
被
害
か
ら
農
作
物

を
守
る
た
め
の
伝
統
行
事
、
「
風
袋

様
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

風
袋
様
は
福
貴
作
地
区
で
古
く
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
行
事
で
、
大
き
な

目
で
に
ら
み
、
大
き
な
口
で
台
風
を

飲
み
込
む
風
袋
様
を
作
り
飾
り
付
け

る
こ
と
で
、
台
風
か
ら
稲
作
を
守
り
、

豊
作
を
祈
る
と
い
う
全
国
的
に
も
珍

し
い
嵐
除
け
の
伝
統
行
事
で
す
。

　

今
回
風
袋
様
が
行
わ
れ
た
の
は
福

貴
作
ニ
班
と
四
班
で
、
８
月
25
日
㈰

に
行
わ
れ
た
四
班
の
風
袋
様
で
は
、

NHK
総
合
テ
レ
ビ
の
「
は
ま
な
か
あ
い

づ
」
の
取
材
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
作
成
さ
れ
た
風
袋
様
は
、
福

貴
作
地
内
の
国
道
118
号
沿
い
と
鉄
道

水
郡
線
沿
い
に
飾
り
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

「
道
の
日
」 

　

道
路
美
化
作
業

防
犯
協
会
街
頭
活
動

風
か
ら
農
作
物
を
守
る

　

９
月
の
「
が
ん
征
圧
月
間
」
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
「
富
三
レ
ス
ト
ラ

ン
」
が
９
月
５
日
㈭
〜
７
日
㈯
の
３

日
間
、
吉
田
富
三
記
念
館
に
お
い
て

オ
ー
プ
ン
し
、
約
150
名
の
方
が
訪
れ

ま
し
た
。

　

富
三
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
免
疫
力
を

高
め
る
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
提

供
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
訪
れ
た
皆
さ

ん
に
、
が
ん
予
防
に
つ
い
て
の
正
し

い
知
識
と
食
事
の
摂
り
方
に
つ
い
て

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
普

段
の
食
事
で
摂
り
が
ち
な
塩
分
に
気

を
使
っ
た
「
減
塩
と
野
菜
た
っ
ぷ
り

定
食
」
を
食
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
を
摂
り
、
病
気
に
な
り
に
く

い
体
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

バ
ラ
ン
ス
の
良
い

　
　

食
事
で
健
康
に
!!

初
秋
ア
ウ
ト
ド
ア
満
喫
！

　
　
　
　
　

婚
活
ツ
ア
ー

　

平
成
25
年
度
石
川
地
方
町
村
広
域

連
携
事
業
（
婚
活
事
業
）
第
２
回
イ

ベ
ン
ト
が
、
９
月
８
日
㈰
、
鮫
川
村

の
鹿
角
平
観
光
牧
場
で
開
催
さ
れ
、

男
性
18
名
、
女
性
12
名
、
合
計
30
名

が
参
加
し
、
３
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
み
ち
の

く
ボ
ン
ガ
ー
ズ
の
天
竺
一
さ
ん
と
お

か
ち
ゃ
ん
が
司
会
進
行
を
務
め
、
参

加
者
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
ゲ
ー
ム
を

楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

婚
活
事
業
は
、
男
女
の
出
会
い
の

場
を
設
け
る
と
と
も
に
、
各
種
講
座

を
通
し
て
自
分
を
磨
く
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
12
月
８
日
㈰

に
『
お
も
て
な
し
の
豪
華
料
理
と

た
っ
ぷ
り
の
フ
リ
ー
タ
イ
ム
』
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

町
建
設
業
協
力
会
（
圓
谷
健
一
会

長
）
に
加
盟
し
て
い
る
建
設
会
社
の

皆
さ
ん
が
、
８
月
の
「
道
路
ふ
れ
あ

い
月
間
」
の
一
環
と
し
て
、
８
月
10

日
の
「
道
の
日
」
に
町
内
の
幹
線
道

路
を
中
心
に
美
化
作
業
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
作
業
は
毎
年
、
安
全
で
快
適

な
道
路
環
境
を
保
持
す
る
目
的
で
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
猛
暑
の
中
、

特
殊
な
道
路
清
掃
作
業
車
を
活
用
し

な
が
ら
作
業
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
建
設
業
協
力
会
の
皆
さ
ん

に
は
、
先
日
の
河
川
の
草
刈
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作

戦
な
ど
で
、
地
域
の
た
め
に
多
大
な

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

建
設
業
協
会
の
皆
さ
ん
、
い
つ
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

お
盆
や
夏
休
み
期
間
中
の
青
少
年

の
非
行
、
そ
の
他
の
事
件
・
事
故
な

ど
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
８
月

16
日
㈮
の
「
浅
川
花
火
大
会
」
の
後
、

夜
間
街
頭
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

活
動
に
は
町
防
犯
協
会
を
始
め
、

石
川
警
察
署
、
防
犯
指
導
隊
、
防
犯

連
絡
責
任
者
会
、
石
川
郡
交
通
安
全

協
会
浅
川
分
会
な
ど
か
ら
約
50
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

活
動
は
参
加
者
が
３
つ
の
班
に
分

か
れ
、
人
が
集
ま
る
浅
川
駅
、
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
浅
川
店
、
町
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
な
ど
を
中
心
に
町
内
を
歩
き
、

街
頭
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

忙
し
い
中
参
加
さ
れ
た
皆
様
、
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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▶年齢は?　２１歳
▶出身は?　浅川町
▶家族構成は?　父、母、妹３人
▶趣味は?　酒飲み
▶今 欲しいものは?　運
▶楽しかった思い出は?　ハワイに行った
▶どんなスポーツが好きですか？　野球

▶プチ将来は？　おだやかに過ごす
▶町の印象は？　おだやか
▶何か一言どうぞ　体が重い・・・

▶年齢は?　３１歳
▶出身は?　会津若松市
▶家族構成は?　夫、長男、長女、義父、義母、祖父
▶趣味は?　娘のバスケットを見ること
▶今 欲しいものは?　韓ドラを見る時間
▶楽しかった思い出は?
　夫と行った松島観光

町民の方から町民の方へ友だちの輪を
ひろげていくコーナーです

No.280

▶次回は、安藤裕美 さん（中里）の予定です

▶次回は、富永正輝 さん（里白石）の予定です

八木沼  茜さん（小貫）

藤田  亮平さん (簑輪)
りょうへい

あかね

▶どんなスポーツが好きですか?
　バレー&バスケ(観戦です(笑))
▶プチ将来は？
　家族で沖縄旅行か韓国旅行
▶町の印象は？　田園風景の広がる町
▶何か一言どうぞ
　ひろみさん、次お願いします!!
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いつまでもお元気で 祝米寿

●趣味は？
　縫いもの
●特技は？
　裁縫
●戦時中の思い出は？
　こわかった
●若い頃、楽しかった思い出は？
　山に行ったこと
●毎日何をしていますか？
　日記書き（朝・昼・夕）
　テレビ鑑賞
●町の印象は？
　いい町
●何か一言どうぞ
　ここ（さぎそう）に来て
　立派に育ててくれて、どうもありがとう

江田ツタさん（根岸）
●趣味は？
　本を読むこと(月刊誌「いきいき」)
●特技は？
　料理をすること
●戦時中の思い出は？
　夜になると燈火管制でこわい思いをしました
　それに食糧難でした
●若い頃、楽しかった思い出は？
　バレー好きでよく試合をやりました
●毎日何をしていますか？
　日常の事で結構忙しく過ごしております
●町の印象は？
　商店がだんだん少なくなり寂しくなりました
　でも、災害もなく住みよい町です
●何か一言どうぞ
　工場誘致などこれから浅川町発展の為頑張っ
　てください

吉田悦子さん（本町二区）

◆６１歳　還暦（かんれき）
　　　　　華甲（かこう）
◆７０歳　古希（こき）
◆７７歳　喜寿（きじゅ）
◆８０歳　傘寿（さんじゅ）
◆８８歳　米寿（べいじゅ）
◆９０歳　卒寿（そつじゅ）
◆９９歳　白寿（はくじゅ）

◆１００歳　百寿（ひゃくじゅ・ももじゅ）
　　　　　　紀寿（きじゅ）
◆１０８歳　茶寿（ちゃじゅ）
　　　　　　不枠（ふわく）
◆１１１歳　皇寿（こうじゅ）
　　　　　　川寿（せんじゅ）
◆１２０歳　大還暦（だいかんれき）
　　　　　　昔寿（せきじゅ）

長
寿
の
祝
い
歳

長
寿
の
祝
い
歳
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●毎日何をしていますか？
　日記書き（朝・昼・夕）
　テレビ鑑賞
●町の印象は？
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●何か一言どうぞ
　ここ（さぎそう）に来て
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　でも、災害もなく住みよい町です
●何か一言どうぞ
　工場誘致などこれから浅川町発展の為頑張っ
　てください

吉田悦子さん（本町二区）

◆６１歳　還暦（かんれき）
　　　　　華甲（かこう）
◆７０歳　古希（こき）
◆７７歳　喜寿（きじゅ）
◆８０歳　傘寿（さんじゅ）
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長
寿
の
祝
い
歳

長
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の
祝
い
歳
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３～４か月健診 １歳６か月児健診

股関節脱臼検査 もぐもぐ教室 お誕生教室

３歳児健診

１１月１４日（木）

１０月１８日（金）
午後０：３０～０：４５

保健センター
平成２４年３月～４月生

午後０：３０～０：４５
保健センター

平成２２年５月～７月生

次回は１２月３日（火） １１月２９日（金）日　　程
受付時間

場　　所

場　　所

日　　程
受付時間

対 象 者

対 象 者

１０月３１日（木） １１月１４日（木）
午後1：３０～１：４５
石川町保健センター
平成２５年７月生 平成２５年２月～３月生

午前９：１５～９：３０
保健センター

平成２４年１０月～１１月生

午前９：１５～９：３０
保健センター

【つどいの広場】　日時：１０月１５日（火） １０月２９日（火）
　　　　　　　　　  時間：午前９時３０分～１１時３０分　場所：保健センター
　○開催時間内に自由に来訪、帰宅が可能です。ご都合のよい時間でご参加ください。
　○身長・体重の測定ができます。
【みんなといっしょ広場】（浅川幼稚園との育児支援連携事業）
　　　　　　　　　　日時：１０月２２日（火）
　　　　　　　　　　時間：午前１０時～１１時　場所：浅川幼稚園
　○受付時間は午前９時５０分～１０時です。遅れないように集まってください。

【乳幼児の健診・教室】●対象者には個別通知します。母子健康手帳をご持参ください。

あいた たくとくん

おおたけ ゆうとくん すずき まおちゃん

ぬまた しのちゃん

あいた たくとくん

おおたけ ゆうとくん すずき まおちゃん

ぬまた しのちゃん

あいだ こうきくん いちかわ たくむくん

おかべ そうすけくん そえた りこちゃん

あいだ こうきくん いちかわ たくむくん

おかべ そうすけくん そえた りこちゃん

8月23日
幼児の歯科健康診査時の
むし歯のないお友達

8月23日
幼児の歯科健康診査時の
むし歯のないお友達
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　高齢者インフルエンザワクチン接種の助成について、下記のとおり実施いたします。
１）助成対象者　浅川町に住所を有する満６５歳以上の高齢者（接種日現在）、または６０歳以上で、心臓・
　　腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に障害を有する方（身体障害者
　　手帳１・２級程度もしくは医師の証明等が必要）
２）接 種 場 所　各医療機関
３）接 種 期 間　平成２５年１０月1日（火）～平成２６年１月３１日（金）
４）接 種 回 数　１回
５）助　成　額　２，０００円（自己負担額１，６００円）
※生活保護世帯の方は全額助成となります。助成証明証が必要ですので、印鑑を持参し、保健福祉課また
　は保健センターで申請をしてください。
※接種中止の場合は、全額自己負担となります。
※予診票が医療機関にない場合は、事前に役場・保健センター等から持参し接種を受けましょう。
※不明な点は、保健センター（☎３６－４７２２）にお問い合わせください。

　福島県の委託を受け、福島県立医科大学が検査実施主体として行う甲状腺検査が、下記のとおり実施さ
れることになりましたので、概要についてお知らせいたします。詳細については、対象となる方に福島県
立医科大学から『甲状腺検査のお知らせ』が個別通知されます。

対象となる方　平成２３年３月１１日（震災時）に０歳から１８歳であった福島県民
　　　　　　　（平成４年４月２日から平成２３年４月１日までに生まれた県内居住の方）
検　査　日　１０月２５日（金）→ 町内保育所、小学校、中学校に在籍されているお子さん
　　　　　　　１０月２８日（月）→ 浅川幼稚園に在籍されているお子さん
　　　　　　　１０月１７日（木）　１１月１３日（水）
　　　　　　　　　　　　　　　　→ 該当年齢で家庭保育の方、または高校生以上で該当年齢の方
検 査 場 所　・お子さんが在籍している各保育所、幼稚園、各小学校、中学校（予定）
　　　　　　　・家庭保育の方、高校生以上で該当年齢の方は、浅川町保健センター
検 査 方 法　超音波診断装置（超音波エコー機）による甲状腺の検査
検　査　料　無料
検査の流れ

そ　の　他　※高校生の方は、基本的に公欠扱いになります。
　　　　　　　※在籍する学校等で既に検査を受診された方には、今回通知されません。
　　　　　　　※やむを得ず指定されている検査日に受診できない場合は、他町村の日程でも受診が可能
　　　　　　　　です。
　　　　　　　※不明な点については、保健センター（☎３６－４７２２）にお問い合わせください。

９月中旬から下旬にかけて、検査の書類一式が郵送されます
（学校等をとおしての配布はされませんので、ご注意ください。）

検査を希望される方は、同封の「検査同意書」に記入のうえ、返信用
封筒により福島県立医科大学に送付してください
※学校等の場合は保護者の方が検査に同席しないので、必ず提出してください。
　提出しない場合、原則検査を受けることができません。

検査の実施

検査結果については、ご自宅に郵送されます

県民健康管理調査「甲状腺検査」のお知らせ

平成25年度高齢者インフルエンザワクチン接種の助成について
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　高齢者インフルエンザワクチン接種の助成について、下記のとおり実施いたします。
１）助成対象者　浅川町に住所を有する満６５歳以上の高齢者（接種日現在）、または６０歳以上で、心臓・
　　腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に障害を有する方（身体障害者
　　手帳１・２級程度もしくは医師の証明等が必要）
２）接 種 場 所　各医療機関
３）接 種 期 間　平成２５年１０月1日（火）～平成２６年１月３１日（金）
４）接 種 回 数　１回
５）助　成　額　２，０００円（自己負担額１，６００円）
※生活保護世帯の方は全額助成となります。助成証明証が必要ですので、印鑑を持参し、保健福祉課また
　は保健センターで申請をしてください。
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※予診票が医療機関にない場合は、事前に役場・保健センター等から持参し接種を受けましょう。
※不明な点は、保健センター（☎３６－４７２２）にお問い合わせください。
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対　象　者　平成２６年３月３１日までに３０歳以上となる女性の方
　　　　　　※平成２５年度にマンモグラフィを受けた方は受診できません。また、４０歳以上の方は２年
　　　　　　　に１回の受診となります。ただし、「がん検診推進事業　乳がん検診無料クーポン券」をお
　　　　　　　持ちの方は２年連続でも受診できます。
検 診 内 容　○　３０～３９歳の方は、視触診と超音波検査です。
　　　　　　○　４０歳～５９歳の方は、視触診とマンモグラフィです。
　　　　　　○　６０歳以上の方は、マンモグラフィのみです。
負　担　金　無料
日　　　程　１１月 ６日（水）・１１月 ７日（木）・１１月１８日（月）・１１月２１日（木）
　　　　　　１１月２７日（水）・１２月 ４日（水）・１２月１２日（木）
注　意　点　●　受診票は、１０月中旬頃、地区の保健協力員さんから配布されます。その際に予約をして
　　　　　　　　いただき受診する「完全予約制」となります。
　　　　　　●　「乳がん検診無料クーポン券」をお持ちの方は、忘れずに持参してください。
　　　　　　●　受診を希望される方で、受診票が届かない場合は保健センターにご連絡ください。
　　　　　　●　以下に該当される方は、集団検診を受診できません。
　　　　　　　※　乳がん術後の方
　　　　　　　※　ペースメーカー、シャントチューブ、ポートが入っている方
　　　　　　　※　豊胸術を受けている方
　　　　　　　※　妊娠中、授乳中の方
　　　　　　●　しこり、痛みなど自覚症状のある場合は、検診を待たずに医療機関を受診してください。
　　　　　　●　不明な点は、保健センター（☎３６－４７２２）にお問い合わせください。

～乳がんの豆知識～
Ｑ　どんな病気？
Ａ　乳房のなかにある乳腺にできる悪性しゅようで、乳がんの発生や増殖には、
　　「エストロゲン」という女性ホルモンが深くかかわっています。
Ｑ　乳がんのできやすい部位は？
Ａ　乳がんの半分近くが乳首より上の外側にできます。
Ｑ　乳がんの危険因子とは？
Ａ　①年齢が４０歳以上　②未婚である　③高齢出産の人　④初潮が早く、閉経が遅い人　⑤肥満
　　⑥血縁者に乳がんになった人がいる　⑦良性の乳腺疾患になったことがある などがあります。
Ｑ　乳がんは不治の病？
Ａ　乳がんの方全体でみれば、８割以上が治ると考えられています。早期がんなら、完治の可能性も
　　さらに高くなります。
Ｑ　乳がんを発見するのに乳がん検診は有効？
Ａ　検診の有効性は世界各国で証明されています。乳がんは、１つのがん細胞が１㎝になるのには、
　　１５年以上かかります。しかし、１㎝のがんが２㎝になるのは２年もかかりません。早期の乳がんは
　　２㎝以下をさします。乳がんを早期に発見するには、２年に１度は検診受ける必要があります。

乳がん検診を受けましょう

【心の健康相談】
日時：１０月２３日（水）（予約制）　場所：保健センター
○相談を希望される方は、電話で申し込んでください。（☎３６－４７２２）
○精神面で悩みを持っている方、心の病気や精神障がいで困っている方やその家族、関係者が対象に
　なります。
○相談には、医療機関の臨床心理士が応じます。秘密は守られます。
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　医薬品の処方を受けた方で、ジェネリック医薬品（後発医薬品）を利用した場合自己負担額が軽減され
ると見込まれる方に、ハガキ「ジェネリック医薬品使用促進のお知らせ」を送付しております。
　このお知らせは、処方されるお薬をジェネリック医薬品に切り替えた場合、そのお薬代がどのくらい安
くなるのかを知っていただくためのものです。
　どの医療機関・薬局で処方されているお薬がジェネリック医薬品に切り替え可能なのか確認してみて、
お医者さんや薬剤師さんと相談の上、切り替えを考えてみましょう。

　医療機関や薬局で処方されるお薬には、新薬（先発医薬品）とジェネリック医薬品（後発医薬品）があ
ります。新薬は、研究開発の末に新しく発売されるお薬ですが、発売までには長い期間と多大な費用がか
かるので、その費用を回収するため発売後のしばらくの期間は特許期間として開発メーカーが独占的に新
薬の製造を行います。
　しかし、この特許期間が過ぎれば他のメーカーも新薬と同じ有効成分・効き目のお薬を製造することが
できます。既に新薬で効き目や安全性が確立されているため研究開発の手間や費用が少なく済み、そのぶ
ん安く販売できるようになります。それがジェネリック医薬品です。

国保だより

【問い合わせ】　保健福祉課　☎３６－４１２３

ご存知ですか？
　ジェネリック医薬品

ジェネリック医薬品って何？

１．新薬と比べ安価です
　上のような経緯でジェネリック医薬品は製造されるため、その価格は新薬の２割～７割程度で済みます。
年に何度もお薬の処方を受けている方であれば、お薬代を大きく減らすことができます。

２．有効成分や効き目は新薬と同じです
　ジェネリック医薬品は、新薬と同等の有効性を持つことを条件に製造されているため、効能・効果は新
薬と同等です。メーカーによっては、より飲みやすく、扱いやすく工夫されたものもあります。

３．いろんな病気や症状に対応するお薬が出ています
　医療機関より処方されるお薬には様々なものがあるように、ジェネリック医薬品にも様々な種類があり、
カプセルや錠剤、点眼剤など形態も様々なものがあります。
　ただし、特許期間中でジェネリック医薬品がまだ製造されていない場合や、ジェネリック医薬品への変
更ができないことが処方せんに書かれている場合はジェネリック医薬品の利用はできません。

ジェネリック医薬品の特徴は？

・１０～１５年の研究と数百億円以上の費用を
　かけて開発し、新しく発売
・特許期間中は開発メーカーが独占的に製造

・新薬の特許期間後に製造
・新薬と同等の有効成分・効能
・開発費用が少ない分安価

処方される
医薬品

新　薬

ジェネリック
医薬品
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【問い合わせ】　住民課　☎36-4124

小さな命を大切に！
１ 犬やねこも家族の一員です！
○犬やねこなどの愛玩動物を飼う場合は、終生愛情と責任をもって飼いましょう。
○不幸な「子犬」「子ねこ」が生まれるのを防ぐため、『不妊・去勢手術』を受け
　させましょう。

２ 登録と狂犬病の予防注射はお済みですか？
○犬を飼ったら必ず登録（生後９０日を経過した日から３０日以内）と、年１回の  
　狂犬病予防注射を受けましょう。
○万が一迷子になってしまった時のためにも、飼い犬には、鑑札と狂犬病予防注射
　済票をつけましょう。

３ 「しつけ」をしていますか？
○犬に「しつけ」をすることは、人と犬が共生するうえで、とても大切なことです。
○保健福祉事務所では「飼い犬のしつけ方教室」を行っています。犬の飼い方につ
　いてわからないことがあれば、お気軽にご相談ください。
○災害時等にペットと同行避難できるよう常日頃からきちんと「しつけ」をしてお
　きましょう。

４ フンの後始末はしていますか？
○犬の散歩の際はビニール袋を持参し、「フン」は飼い主が責任をもって持ち帰り
　ましょう。また、リードを必ず付けましょう。
○飼育場所は、内外とも常に清潔にし、害虫や悪臭の発生防止に努めましょう。 

５ ねこの「室内飼い」をすすめています！
○交通事故、災害、病気防止等のために屋内で飼いましょう。
○名札などをつけて飼い主がわかるようにしておきましょう。

６ 愛情を持って犬やねこを可愛がってくださる方を探しています！
○保健福祉事務所では、保護・収容された犬やねこの譲渡を行っています。新しく
　飼い主になってくださる方は、お気軽に最寄りの保健福祉事務所にご相談ください。

○開放時間
　火・水・木・土・日曜日、祝祭日………午前９時から午後４時まで
　月・金曜日…………………………………午後１時から４時まで
○使用方法
　・平日は、コミュニティセンターに隣接している地域福祉センター、 
　　土・日・祝祭日は、吉田富三記念館の事務所より入口の鍵を借り
　　てから使用してください。
　・お帰りの際は、必ず鍵を閉め借りた事務所へ鍵をお返しください。
　・使用にあたり、備え付けの使用簿に必要事項をご記入ください。
　・必ず保護者同伴で、遊具などは各自持参してください。
　・ごみの持ち帰りにご協力ください。
○そ の 他
　施設内にある物品等には手を触れないでください。また、使用に伴
　う事故等には責任を負いかねますのでご了承ください。
　　　　　　　　　　　  【問い合わせ】　保健福祉課　☎36-4123

※迷子動物、譲渡動物のついての詳しい情報はこちらをご覧ください。
　http://www.pref.fukushima.jp/eisei/douai/douaiindex.htm

　福島第一原発事故に伴う放射能汚染
で、小さなお子さんを安心して遊ばせ
る場所がない方のために、町では「コ
ミュニティセンター」（地域福祉セン
ター隣）を毎日開放しています。

コミュニティーセンターを
開放しています
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　・使用にあたり、備え付けの使用簿に必要事項をご記入ください。
　・必ず保護者同伴で、遊具などは各自持参してください。
　・ごみの持ち帰りにご協力ください。
○そ の 他
　施設内にある物品等には手を触れないでください。また、使用に伴
　う事故等には責任を負いかねますのでご了承ください。
　　　　　　　　　　　  【問い合わせ】　保健福祉課　☎36-4123

※迷子動物、譲渡動物のついての詳しい情報はこちらをご覧ください。
　http://www.pref.fukushima.jp/eisei/douai/douaiindex.htm

　福島第一原発事故に伴う放射能汚染
で、小さなお子さんを安心して遊ばせ
る場所がない方のために、町では「コ
ミュニティセンター」（地域福祉セン
ター隣）を毎日開放しています。

コミュニティーセンターを
開放しています
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こ
の
教
室
は
、
「
う
つ
病
は
ど
ん

な
病
気
な
の
か
？
」
、
「
う
つ
病
を

病
む
人
の
つ
ら
さ
と
は
ど
ん
な
も
の

か
？
」
「
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば

良
い
の
か
？
」
な
ど
、
知
っ
て
お
き

た
い
大
切
な
事
や
ご
家
族
の
日
頃
の

疑
問
を
一
緒
に
学
び
合
い
、
語
り
あ

う
場
で
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。
ご

家
族
だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
、
ぜ
ひ
参

加
し
、
一
緒
に
支
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

○
対
象
者

　

石
川
郡
に
お
住
ま
い
で
、
医
療
機

関
で
う
つ
病
の
治
療
を
受
け
て
い
る

方
の
家
族
・
親
族

○
場
　

所

　

県
中
保
健
福
祉
事
務
所
（
須
賀
川
市
）

○
日
程
及
び
内
容

　

①
10
月
2
日
㈬

　
　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

　
　

医
師
に
よ
る
講
話
・
交
流

　

②
11
月
6
日
㈬

　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
　

利
用
で
き
る
社
会
資
源
・
交
流

　

③
12
月
5
日
㈭

　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
　

家
族
の
接
し
方
等

○
申
込
先

　

県
中
保
健
福
祉
事
務
所

　

障
が
い
者
支
援
チ
ー
ム

　

☎
0
2
4
8-

7
5-

7
8
1
1

　　

東
日
本
大
震
災
や
津
波
、
原
発
事

故
に
よ
る
被
災
と
そ
の
後
の
ス
ト
レ

ス
に
よ
り
、
悩
み
を
抱
え
て
い
る

方
々
や
そ
の
支
援
を
さ
れ
て
い
る

方
々
か
ら
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
て

お
り
ま
す
。

○
こ
ん
な
こ
と
、
気
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
か
?

・
最
近
、な
ん
だ
か
眠
り
が
浅
い…

。

　

夜
中
に
目
が
覚
め
る
こ
と
も
増
え

　

た
気
が
す
る
。

・
以
前
と
比
べ
る
と
、
食
欲
が
落
ち

　

た
か
も
し
れ
な
い
。
体
重
が
増
え

　

た
り
減
っ
た
り
す
る…

。

・
ち
ょ
っ
と
し
た
音
に
も
驚
い
て
ド

　

キ
ド
キ
し
た
り
、
不
安
に
な
っ
た

　

り
す
る…

。

・
災
害
時
に
体
験
し
た
こ
と
や
そ
の

　

時
の
こ
と
が
よ
み
が
え
っ
て
、
辛

　

く
な
る
こ
と
が
あ
る…

。

　

ひ
と
り
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

皆
様
の
悩
み
、
専
門
の
相
談
員
が

お
受
け
い
た
し
ま
す
。

○
被
災
者
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

ふ
く
こ
こ
ラ
イ
ン

☎
0
2
4-

5
3
1-

6
5
2
2

　

平
日
　

午
前
9
時
〜
正
午

　
　
　
　

午
後
1
時
〜
5
時

【
問
い
合
わ
せ
】

　

ふ
く
し
ま
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
4-

5
3
5-

8
6
3
9

　

法
務
局
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
一
環
と
し
て
、
法
務
局
で
取
り

扱
う
登
記
、
戸
籍
、
国
籍
、
供
託
、

人
権
擁
護
な
ど
各
業
務
に
つ
い
て
、

気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
け
る
よ
う

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

○
場
　

所

　

郡
山
・
ビ
ッ
グ
ア
イ
7
階

　

白
河
・
イ
オ
ン
白
河
西
郷
店

○
日
　

時
　

10
月
6
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
3
時

○
内
　

容

　

不
動
産
・
商
業
登
記
の
手
続
、
土

地
の
境
界
問
題
、
遺
産
相
続
、
地

代
・
家
賃
等
の
供
託
、
戸
籍
・
国
籍

の
問
題
、
夫
婦
・
家
庭
内
の
問
題
、

成
年
後
見
、
公
証
に
関
す
る
こ
と
、

お
年
寄
り
・
子
ど
も
の
虐
待
、
い
じ

め
・
体
罰
問
題
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
障
が
い
者
の
差
別
問
題
、

風
評
被
害
に
よ
る
人
権
問
題
な
ど

○
担
当
者

　

法
務
局
員
、
司
法
書
士
、
土
地
家

　

屋
調
査
士
、
公
証
人
、
人
権
擁
護

　

委
員

○
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
0
2
4-

5
3
4-

1
9
4
1

○
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相

続
・
遺
言
、
多
重
債
務
、
少
額
の
裁

判
、
成
年
後
見
等
に
関
す
る
法
律
相

談
、
震
災
に
よ
る
困
り
ご
と
相
談

○
開
催
日
時
及
び
場
所

・
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
2
階

　

（
白
河
市
本
町
2
）

　

10
月
3
日
㈭

　

11
月
7
日
㈭

　

午
後
5
時
〜
8
時

・
須
賀
川
市
中
央
公
民
館
2
階

　

（
須
賀
川
市
八
幡
町
134
）

　

10
月
17
日
㈭

　

11
月
21
日
㈭

　

12
月
19
日
㈭

　

午
後
1
時
〜
4
時

※

両
地
区
に
お
い
て
相
談
日
時
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

緊
急
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

最
寄
り
の
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

祝
祭
日
を
除
く
月
曜
日
〜
金
曜
日
の

午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分
、
午
後

1
時
30
分
〜
午
後
4
時

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
4
8-

2
3-

1
7
8
5

　

福
島
県
と
福
島
県
労
働
委
員
会
で

は
、
皆
さ
ん
の
職
場
に
お
け
る
賃
金

や
勤
務
時
間
な
ど
の
労
働
条
件
、
解

雇
、
退
職
等
に
関
す
る
労
使
間
の
困

り
ご
と
に
つ
い
て
、
次
の
日
程
で
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○
相
談
会
日
程
等

①
10
月
26
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

・
県
い
わ
き
合
同
庁
舎
南
分
庁
舎

②
10
月
27
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

・
郡
山
市
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
休
日
電
話
相
談

　

10
月
26
日
㈯
〜
27
日
㈰

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

【
問
い
合
わ
せ
】

福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
0
2
4-

5
2
1-

7
5
9
4

E-m
ail labour-rc@

pref.

　
　
　
　
　
　

  fukushim
a.lg.jp

※

労
使
困
ご
と
無
料
相
談
は
、
そ
の

他
の
期
間
に
つ
い
て
も
、
来
所
・
電

話
（
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
8
時
30

分
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
）
、

E
-m
ail

（
随
時
）
で
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

10
月
1
日
㈫
か
ら
7
日
㈪
は
「
公

証
週
間
」
で
す
。

　

公
証
制
度
は
、
公
務
員
で
あ
る
公

証
人
が
、
大
切
な
遺
言
・
契
約
の
公

正
証
書
の
作
成
、
確
定
日
付
の
付
与
、

約
款
や
私
文
書
な
ど
の
認
証
や
、
国

の
公
証
に
関
す
る
事
務
を
取
り
扱
う

制
度
で
す
。
公
正
証
書
に
書
か
れ
て

い
る
内
容
は
、
裁
判
そ
の
他
の
面
で
、

高
い
証
拠
力
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
公
正
証
書
に
は
「
執
行
力
」
が

あ
り
、
金
銭
に
関
わ
る
契
約
で
相
手

が
約
束
に
反
し
て
金
銭
の
支
払
い
を

し
な
か
っ
た
場
合
、
裁
判
抜
き
で
相

手
の
財
産
に
対
し
強
制
執
行
が
で
き

ま
す
。

　

遺
産
相
続
、
任
意
後
見
契
約
、
金

銭
貸
借
、
不
動
産
貸
借
、
離
婚
に
際

し
て
の
慰
謝
料
、
養
育
費
な
ど
の
問

題
は
、
後
々
に
も
め
ご
と
を
引
き
起

こ
し
が
ち
で
す
。
そ
ん
な
と
き
遺
言

や
当
事
者
間
の
取
り
決
め
を
公
正
証

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

公
証
週
間
の
お
知
ら
せ

被
災
者
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

〜
ふ
く
こ
こ
ラ
イ
ン
〜

全
国
一
斉
！

　

法
務
局
休
日
相
談
所

相 談

職
場
の
労
使

　
　
　

困
り
ご
と
相
談

家
族
の
た
め
の

　
　
　
　

う
つ
病
教
室
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こ
の
教
室
は
、
「
う
つ
病
は
ど
ん

な
病
気
な
の
か
？
」
、
「
う
つ
病
を

病
む
人
の
つ
ら
さ
と
は
ど
ん
な
も
の

か
？
」
「
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば

良
い
の
か
？
」
な
ど
、
知
っ
て
お
き

た
い
大
切
な
事
や
ご
家
族
の
日
頃
の

疑
問
を
一
緒
に
学
び
合
い
、
語
り
あ

う
場
で
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。
ご

家
族
だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
、
ぜ
ひ
参

加
し
、
一
緒
に
支
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

○
対
象
者

　

石
川
郡
に
お
住
ま
い
で
、
医
療
機

関
で
う
つ
病
の
治
療
を
受
け
て
い
る

方
の
家
族
・
親
族

○
場
　

所

　

県
中
保
健
福
祉
事
務
所
（
須
賀
川
市
）

○
日
程
及
び
内
容

　

①
10
月
2
日
㈬

　
　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

　
　

医
師
に
よ
る
講
話
・
交
流

　

②
11
月
6
日
㈬

　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
　

利
用
で
き
る
社
会
資
源
・
交
流

　

③
12
月
5
日
㈭

　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
　

家
族
の
接
し
方
等

○
申
込
先

　

県
中
保
健
福
祉
事
務
所

　

障
が
い
者
支
援
チ
ー
ム

　

☎
0
2
4
8-

7
5-

7
8
1
1

　　

東
日
本
大
震
災
や
津
波
、
原
発
事

故
に
よ
る
被
災
と
そ
の
後
の
ス
ト
レ

ス
に
よ
り
、
悩
み
を
抱
え
て
い
る

方
々
や
そ
の
支
援
を
さ
れ
て
い
る

方
々
か
ら
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
て

お
り
ま
す
。

○
こ
ん
な
こ
と
、
気
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
か
?

・
最
近
、な
ん
だ
か
眠
り
が
浅
い…

。

　

夜
中
に
目
が
覚
め
る
こ
と
も
増
え

　

た
気
が
す
る
。

・
以
前
と
比
べ
る
と
、
食
欲
が
落
ち

　

た
か
も
し
れ
な
い
。
体
重
が
増
え

　

た
り
減
っ
た
り
す
る…

。

・
ち
ょ
っ
と
し
た
音
に
も
驚
い
て
ド

　

キ
ド
キ
し
た
り
、
不
安
に
な
っ
た

　

り
す
る…

。

・
災
害
時
に
体
験
し
た
こ
と
や
そ
の

　

時
の
こ
と
が
よ
み
が
え
っ
て
、
辛

　

く
な
る
こ
と
が
あ
る…

。

　

ひ
と
り
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

皆
様
の
悩
み
、
専
門
の
相
談
員
が

お
受
け
い
た
し
ま
す
。

○
被
災
者
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

ふ
く
こ
こ
ラ
イ
ン

☎
0
2
4-

5
3
1-

6
5
2
2

　

平
日
　

午
前
9
時
〜
正
午

　
　
　
　

午
後
1
時
〜
5
時

【
問
い
合
わ
せ
】

　

ふ
く
し
ま
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
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0
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4-
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3
5-

8
6
3
9

　

法
務
局
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
一
環
と
し
て
、
法
務
局
で
取
り

扱
う
登
記
、
戸
籍
、
国
籍
、
供
託
、

人
権
擁
護
な
ど
各
業
務
に
つ
い
て
、

気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
け
る
よ
う

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

○
場
　

所

　

郡
山
・
ビ
ッ
グ
ア
イ
7
階

　

白
河
・
イ
オ
ン
白
河
西
郷
店

○
日
　

時
　

10
月
6
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
3
時

○
内
　

容

　

不
動
産
・
商
業
登
記
の
手
続
、
土

地
の
境
界
問
題
、
遺
産
相
続
、
地

代
・
家
賃
等
の
供
託
、
戸
籍
・
国
籍

の
問
題
、
夫
婦
・
家
庭
内
の
問
題
、

成
年
後
見
、
公
証
に
関
す
る
こ
と
、

お
年
寄
り
・
子
ど
も
の
虐
待
、
い
じ

め
・
体
罰
問
題
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
障
が
い
者
の
差
別
問
題
、

風
評
被
害
に
よ
る
人
権
問
題
な
ど

○
担
当
者

　

法
務
局
員
、
司
法
書
士
、
土
地
家

　

屋
調
査
士
、
公
証
人
、
人
権
擁
護

　

委
員

○
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
0
2
4-

5
3
4-

1
9
4
1

○
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相

続
・
遺
言
、
多
重
債
務
、
少
額
の
裁

判
、
成
年
後
見
等
に
関
す
る
法
律
相

談
、
震
災
に
よ
る
困
り
ご
と
相
談

○
開
催
日
時
及
び
場
所

・
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
2
階

　

（
白
河
市
本
町
2
）

　

10
月
3
日
㈭

　

11
月
7
日
㈭

　

午
後
5
時
〜
8
時

・
須
賀
川
市
中
央
公
民
館
2
階

　

（
須
賀
川
市
八
幡
町
134
）

　

10
月
17
日
㈭

　

11
月
21
日
㈭

　

12
月
19
日
㈭

　

午
後
1
時
〜
4
時

※

両
地
区
に
お
い
て
相
談
日
時
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

緊
急
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

最
寄
り
の
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

祝
祭
日
を
除
く
月
曜
日
〜
金
曜
日
の

午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分
、
午
後

1
時
30
分
〜
午
後
4
時

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
4
8-

2
3-

1
7
8
5

　

福
島
県
と
福
島
県
労
働
委
員
会
で

は
、
皆
さ
ん
の
職
場
に
お
け
る
賃
金

や
勤
務
時
間
な
ど
の
労
働
条
件
、
解

雇
、
退
職
等
に
関
す
る
労
使
間
の
困

り
ご
と
に
つ
い
て
、
次
の
日
程
で
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○
相
談
会
日
程
等

①
10
月
26
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

・
県
い
わ
き
合
同
庁
舎
南
分
庁
舎

②
10
月
27
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

・
郡
山
市
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
休
日
電
話
相
談

　

10
月
26
日
㈯
〜
27
日
㈰

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

【
問
い
合
わ
せ
】

福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
0
2
4-

5
2
1-

7
5
9
4

E-m
ail labour-rc@

pref.

　
　
　
　
　
　

  fukushim
a.lg.jp

※

労
使
困
ご
と
無
料
相
談
は
、
そ
の

他
の
期
間
に
つ
い
て
も
、
来
所
・
電

話
（
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
8
時
30

分
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
）
、

E
-m
ail

（
随
時
）
で
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

10
月
1
日
㈫
か
ら
7
日
㈪
は
「
公

証
週
間
」
で
す
。

　

公
証
制
度
は
、
公
務
員
で
あ
る
公

証
人
が
、
大
切
な
遺
言
・
契
約
の
公

正
証
書
の
作
成
、
確
定
日
付
の
付
与
、

約
款
や
私
文
書
な
ど
の
認
証
や
、
国

の
公
証
に
関
す
る
事
務
を
取
り
扱
う

制
度
で
す
。
公
正
証
書
に
書
か
れ
て

い
る
内
容
は
、
裁
判
そ
の
他
の
面
で
、

高
い
証
拠
力
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
公
正
証
書
に
は
「
執
行
力
」
が

あ
り
、
金
銭
に
関
わ
る
契
約
で
相
手

が
約
束
に
反
し
て
金
銭
の
支
払
い
を

し
な
か
っ
た
場
合
、
裁
判
抜
き
で
相

手
の
財
産
に
対
し
強
制
執
行
が
で
き

ま
す
。

　

遺
産
相
続
、
任
意
後
見
契
約
、
金

銭
貸
借
、
不
動
産
貸
借
、
離
婚
に
際

し
て
の
慰
謝
料
、
養
育
費
な
ど
の
問

題
は
、
後
々
に
も
め
ご
と
を
引
き
起

こ
し
が
ち
で
す
。
そ
ん
な
と
き
遺
言

や
当
事
者
間
の
取
り
決
め
を
公
正
証

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

公
証
週
間
の
お
知
ら
せ

被
災
者
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

〜
ふ
く
こ
こ
ラ
イ
ン
〜

全
国
一
斉
！

　

法
務
局
休
日
相
談
所

相 談

職
場
の
労
使

　
　
　

困
り
ご
と
相
談

家
族
の
た
め
の

　
　
　
　

う
つ
病
教
室
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書
に
し
て
お
け
ば
、
ト
ラ
ブ
ル
を
防

止
し
、
権
利
や
財
産
を
守
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

白
河
公
証
役
場

☎
0
2
4
8-
2
3-
2
2
0
3

　

10
月
21
日
㈪
か
ら
27
日
㈰
の
一
週

間
は
、
「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
自
治
体
や
特
殊
法

人
等
の
仕
事
に
関
し
て
、
苦
情
や

困
っ
て
い
る
こ
と
、
心
配
な
こ
と
、

要
望
し
た
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
相

談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
を
お
手
伝
い

す
る
も
の
で
す
。

○
行
政
相
談
開
設
日
等

　

10
月
16
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
行
政
相
談
委
員

　

小
室
幸
子
委
員

　

浅
川
町
大
字
畑
田
字
戸
屋
入
59

　

☎
3
6-

2
9
4
1

　

相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

「
つ
け
て
安
心
住
警
器
、
み
ん
な

で
考
え
よ
う
火
災
予
防
」
を
合
言
葉

に
、
次
の
日
程
で
「
消
防
ふ
れ
あ
い

デ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
　

時

　

10
月
26
日
㈯

　

正
午
〜
午
後
2
時

○
場
　

所

　

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
須
賀
川

○
イ
ベ
ン
ト
内
容

①
啓
発
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

火
災
予
防
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
の
優
秀
賞
作
品
展
示
、
消
防

服
・
着
ぐ
る
み
等
に
よ
る
火
災
予
防

PR
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
モ
デ
ル
ハ

ウ
ス
等
展
示
・
説
明
及
び
設
置
促
進

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
、
消
防
車
両
等

（
は
し
ご
車
・
救
急
車
）
の
展
示
、

消
防
隊
用
防
火
衣
試
着
（
こ
ど
も
用

含
む
）
、
ミ
ニ
消
防
車
（
ち
び
た
ん

号
）
試
乗

☆
啓
発
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
形
式
で
す
。

②
一
般
家
庭
の
消
化
器
無
料
点
検
及

び
有
料
（
一
本
に
つ
き
1　

0
0
0

円
）
回
収
等
。

○
そ
の
他

　

雨
天
時
は
規
模
を
縮
小
し
実
施
し

ま
す
。
（
消
防
車
両
等
展
示
、
ミ
ニ

消
防
車
試
乗
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

　

荒
天
時
、
地
震
等
の
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※

老
朽
消
化
器
の
無
料
点
検
、
有
料

回
収
は
、
石
川
消
防
署
に
お
い
て
も

実
施
い
た
し
ま
す
。
1
本
に
つ
き

1
　

0
0
0
円
で
す
。

○
日
　

時

　

11
月
10
日
㈰

　

午
前
9
時
〜
正
午

　

9
月
24
日
㈫
か
ら
30
日
㈪
は
結
核

予
防
週
間
で
す
。

　

福
島
県
内
で
は
、
平
成
24
年
に
194

名
（
概
数
）
の
方
が
新
た
に
結
核
を

発
症
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
約

7
割
が
65
歳
以
上
の
方
で
す
。
結
核

は
過
去
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

結
核
は
、
人
か
ら
人
に
う
つ
る
感

染
症
で
、
自
分
が
結
核
だ
と
気
づ
か

ず
に
ま
わ
り
の
人
々
に
う
つ
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
結
核
は
早

期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
り
治
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
結
核
に
関
心
を
持

ち
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
年
に
一
度
は
結
核
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

○
問
い
合
わ
せ

　

県
中
保
健
福
祉
事
務
所

　

感
染
症
予
防
チ
ー
ム

☎
0
2
4
8-

7
5-

7
8
1
8

　

経
由
に
課
せ
ら
れ
る
軽
油
引
取
税

を
脱
税
す
る
目
的
で
、
軽
油
に
灯
油

や
重
油
を
混
ぜ
る
な
ど
し
て
製
造
さ

れ
る
燃
料
、
い
わ
ゆ
る
「
不
正
軽

油
」
が
正
常
な
軽
油
と
偽
っ
て
販
売
、

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
不
正
軽

油
は
、
悪
質
な
脱
税
行
為
で
あ
り
、

環
境
汚
染
や
エ
ン
ジ
ン
故
障
の
原
因
、

公
正
な
市
場
競
争
の
阻
害
、
更
に
は

暴
力
団
等
の
資
金
源
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　

福
島
県
で
は
、
10
月
を
「
不
正
軽

油
撲
滅
強
化
月
間
」
と
し
、
関
係
団

体
と
協
力
し
て
不
正
軽
油
の
排
除
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん

か
ら
の
情
報
提
供
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

不
正
軽
油
は
、
「
作
ら
な
い
・
売

ら
な
い
・
買
わ
な
い
・
使
わ
な
い
」
。

不
正
軽
油
の
制
造
や
販
売
、
使
用
に

関
す
る
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
県

庁
税
務
課
ま
た
は
県
中
地
方
振
興
局

県
税
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

福
島
県
庁
総
務
部
税
務
課

☎
0
2
4-

5
2
1-

7
2
0
5

E-m
ail 

zeim
u@
pref.fukushim

a.lg.jp

福
島
県
県
中
振
興
局
県
税
部

☎
0
2
4-

9
3
5-

1
2
6
0

E-m
ail K

enchu.kenzei@
pref.

fukushim
a.jp

　

須
賀
川
税
務
署
で
は
、
次
の
と
お

り
平
成
25
年
分
年
末
調
整
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

※

年
末
調
整
の
諸
用
紙
は
、
10
月
28

日
㈪
か
ら
10
月
31
日
㈭
の
間
で
発
送

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

○
開
催
日

①
11
月
19
日
㈫

②
11
月
20
日
㈬

○
時
　

間

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　

（
開
場
　

午
後
1
時
）

○
会
　

場

①
須
賀
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー

②
石
川
町
共
同
福
祉
施
設

　

（
石
川
町
商
工
会
館
内
）

○
対
象
者

①
須
賀
川
市
・

　

岩
瀬
郡
内
の
徴
収
義
務
者

②
石
川
郡
内
の
徴
収
義
務
者

【
問
い
合
わ
せ
】

　

須
賀
川
税
務
署

（
源
泉
所
得
税
担
当
）

☎
0
2
4
8-

7
5-

2
1
9
4

　

「
安
全
確
保
と
環
境
保
全
は
、
ク

ル
マ
の
点
検
・
整
備
か
ら
」

　

日
常
点
検
・
定
期
点
検
を
行
っ
て

い
ま
す
か
？
長
く
ご
使
用
の
愛
車
は
、

特
に
点
検
整
備
が
必
要
で
す
。
安
心

し
て
運
転
す
る
た
め
に
、
毎
日
の
こ

ま
め
な
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局

福
島
運
輸
支
局

☎0

2
4-

5
4
6-

0
3
4
2

福
島
県
自
動
車
点
検
整
備

推
進
協
議
会

☎
0
2
4-

5
4
6-

3
4
5
1

結
核
予
防
週
間

車
の
点
検
・
整
備
が

　
　
　
　

必
要
で
す
!

平
成
25
年
分

　
　

年
末
調
整
説
明
会

10
月
は
「
不
正
軽
油

　
　

撲
滅
強
化
月
間
」

その他

催 し「
消
防
ふ
れ
あ
い
デ
ー
」

行
政
相
談
週
間

,

,
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平成２５年産米の全量全袋検査の詳細については、先月号でお知らせいたしましたが、
次の２点についてもご協力をお願いします。

１．自家保有米用などに、昨年検査を受けた米袋を再利用する場合には、昨年のバーコードラベルの
　　上に、今年のバーコードラベルを重ねて貼り付けてください。
　　また、昨年の検査済みラベルにマジックで“×”を付けてください。

平成２５年産米の放射性物質全量全袋検査について

【今年のバーコードラベル】

【精米袋用ラベル】

【昨年のバーコードラベル】 【昨年の検査済みラベル】

重ねる

２．全量全袋検査を受けた米袋を小分けにしたり、精米したりして、検査済みラベルが使えなくなっ
　　た場合にも、全量全袋検査済みであることを証明する、【精米袋用ラベル】があります。
　　【精米袋用ラベル】は、全量袋全袋検査を受け、農産物検査（等級検査）を受けた福島県産米を
　　１００％使用した袋に貼付することができます。
　　ラベルは無償で配付していますので、希望者は県の担当課へ直接お申込みください。

　毎回、納付書を持って金融機関まで納めに行くのが大変…そんな方に口座振替をお勧めします。
　手続きをすれば自動で納期日に口座から引き落とされるので、納めに行く手間がいらず、納め忘れ
もありません。便利で確実な口座振替を是非ご利用ください。
○口座振替をするにはどうしたらいいの?
　　振替を希望する金融機関に口座の印鑑を持参のうえ、金融機関の窓口で申請をしてください。
　　あぶくま石川農業協同組合、白河信用金庫、東邦銀行、ゆうちょ銀行の各浅川支店で申請ができます。
○口座振替は、１世帯で１枚提出すればいいの?
　　納税義務者（住宅使用料は名義人、上下水道料は使用者）ごとに、振替を希望する金融機関に口
　座の印鑑を持参のうえ、金融機関の窓口で申請をしてください。
　　なお、いつから振替を希望するかもあわせて記載してください。
○共有名義の固定資産税は、一人の名前で申請していいの?
　　共有名義の場合は、納税通知書に記載してあるとおりに申請をしていただきます。２名記載して
　あれば２名の名前で、○○外２名等書いてあれば、そのとおりに申請書に記載してください。
　　なお、振替する口座は、共有名義の方のどなたでも大丈夫です。
○全期前納をしたい場合は、いつまでに申請をすればいいの?
　　全期前納できる税目等は、「固定資産税」「町県民税」「後期高齢者医療保険料」のみです。
　　申請は、年度当初の全期前納の納期限の１か月前までに、上記手続き同様に、希望する金融機関
　の窓口で申請をしてください。
　　なお、振替手続き完了までには、日数を要しますので、余裕を持った早めの申請をお願いします。

【問い合わせ】　税務課　☎36-4122

●精米袋用ラベルの申込み先
　ふくしまの恵み安全対策協議会
　電話 024-521-8446 （福島県環境保全農業課）

～町税等の口座振替について～



◆おくやみ申し上げます◆
亡くなった方 年 齢 行政区

⻆田　昭信

永山　トメ

85歳

85歳

東大畑１区

中　里

女

女

翔平 里穂

雄喜 なるみ鈴木　芽依

東大畑2区

荒　町
いめ

み う

両　親赤ちゃんの名前 性別 行 政 区

鈴木　心結
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図書室に新刊が入りました。ゆっくり本を読んでみませんか?
　開室時間　月～金　８：３０～１７：００
　　　　　　第１・３土曜日は、１０：００～１２：００まで
「本の読み聞かせ会」・図書の貸出をしています。
※貸出期間は２週間、一人５冊まで借りられます
　　　　　　　　　　詳しくは中央公民館まで　☎３６-２１３４

○鎌倉のさくら （高柳英磨/銀の鈴社）  ○峠の老い桜 （北川鎭/雲母書房）
○天佑なり 上・下 （高橋是清/角川書店）  ○ひめごと奥義 （睦月影郎/祥伝社）
○お笑い一番星 （牧野節子/くもん出版）  ○ネーネ。 （海老名香葉子/くもん出版）
○パンやのろくちゃん （長谷川義史/小学館）  ○ハイジ （ヨハンナ・シュピリ/講談社）
○クレーンクレーン （竹下文子/偕成社）  ○あめがやんだよ ほらみてごらん （たんぽきみえ/文芸社）

中央公民館　図書室からのお知らせ

～ 返却していない本がありましたら、次の方のために早く返却しましょう!! ～

不法投棄は犯罪です!!
　最近、浅川町内において、不法投棄が多発しております。不
法投棄は、環境汚染や景観を損なうだけでなく、不要な自治体
の処分料などが発生してしまいます。不法投棄は絶対にしない
よう、そして地域から不法投棄がなくなるよう皆さんで目を光
らせましょう!!
　なお、不法投棄については、現在、石川警察署で捜査中です。
また、ごみステーショにおいても分別が適切に行われず、回収
できないごみが多数ありますので、皆さんのご協力をお願いし
ます。
　　　　　　　　　　【問い合わせ】　住民課　☎36-4124

水道の手続きを忘れずに!!
　水道の使用を止めた場合でも、手続きがないといつまでも料
金がかかってしまいます。次のような場合には、必ず水道の手
続きをお願いします。
・家屋の新築等により、新たに水道に接続する場合や、改造に
より水道工事を行う場合
・長期間水道を使わないため、その間水道を止めたい場合
・家屋の取り壊し等により水道の使用を止めたい場合
・アパートに入居、又は退去する場合
・水道の所有者、使用者が変更になる場合
　　　　　　　　【問い合わせ】　建設水道課　☎36-1185

国民健康保険証更新のお知らせ

　国民健康保険の保険証更新の時期となりました。
　現在、簡易書留で各世帯主宛に新しい保険証を
お送りしています。一人一枚の保険証となってお
りますので、保険証が届きましたら確認をお願い
します。
　なお10月1日からは新しい保険証を使用するこ
とになります。現在お持ちの保険証は10月1日以
降使用できませんのでご注意
ください。
　また、有効期限を迎え
た保険証につきましては、
役場窓口へお返しくださ
い。

　保険証を汚してしまった、紛失してしまった場
合は再発行ができます。再発行には手続きが必要
となりますので、下記のものを持って役場保健福
祉課までお越しください。
　①身分証明書
　②印かん
　③汚した場合は汚れてしまった保険証
※同一世帯であれば申請は誰でも出来ます。

いつも清掃ありがとうございます
　４～１０月の間、
子どもたちが遊び
やすいよう公園の
清掃、草刈りを
行っている東大畑
２区９班の皆さん、
ありがとうござい
ます。

もし保険証を汚したり失くしたりしてしまったら…
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平成２５年産米の全量全袋検査の詳細については、先月号でお知らせいたしましたが、
次の２点についてもご協力をお願いします。

１．自家保有米用などに、昨年検査を受けた米袋を再利用する場合には、昨年のバーコードラベルの
　　上に、今年のバーコードラベルを重ねて貼り付けてください。
　　また、昨年の検査済みラベルにマジックで“×”を付けてください。

平成２５年産米の放射性物質全量全袋検査について

【今年のバーコードラベル】

【精米袋用ラベル】

【昨年のバーコードラベル】 【昨年の検査済みラベル】

重ねる

２．全量全袋検査を受けた米袋を小分けにしたり、精米したりして、検査済みラベルが使えなくなっ
　　た場合にも、全量全袋検査済みであることを証明する、【精米袋用ラベル】があります。
　　【精米袋用ラベル】は、全量袋全袋検査を受け、農産物検査（等級検査）を受けた福島県産米を
　　１００％使用した袋に貼付することができます。
　　ラベルは無償で配付していますので、希望者は県の担当課へ直接お申込みください。

　毎回、納付書を持って金融機関まで納めに行くのが大変…そんな方に口座振替をお勧めします。
　手続きをすれば自動で納期日に口座から引き落とされるので、納めに行く手間がいらず、納め忘れ
もありません。便利で確実な口座振替を是非ご利用ください。
○口座振替をするにはどうしたらいいの?
　　振替を希望する金融機関に口座の印鑑を持参のうえ、金融機関の窓口で申請をしてください。
　　あぶくま石川農業協同組合、白河信用金庫、東邦銀行、ゆうちょ銀行の各浅川支店で申請ができます。
○口座振替は、１世帯で１枚提出すればいいの?
　　納税義務者（住宅使用料は名義人、上下水道料は使用者）ごとに、振替を希望する金融機関に口
　座の印鑑を持参のうえ、金融機関の窓口で申請をしてください。
　　なお、いつから振替を希望するかもあわせて記載してください。
○共有名義の固定資産税は、一人の名前で申請していいの?
　　共有名義の場合は、納税通知書に記載してあるとおりに申請をしていただきます。２名記載して
　あれば２名の名前で、○○外２名等書いてあれば、そのとおりに申請書に記載してください。
　　なお、振替する口座は、共有名義の方のどなたでも大丈夫です。
○全期前納をしたい場合は、いつまでに申請をすればいいの?
　　全期前納できる税目等は、「固定資産税」「町県民税」「後期高齢者医療保険料」のみです。
　　申請は、年度当初の全期前納の納期限の１か月前までに、上記手続き同様に、希望する金融機関
　の窓口で申請をしてください。
　　なお、振替手続き完了までには、日数を要しますので、余裕を持った早めの申請をお願いします。

【問い合わせ】　税務課　☎36-4122

●精米袋用ラベルの申込み先
　ふくしまの恵み安全対策協議会
　電話 024-521-8446 （福島県環境保全農業課）

～町税等の口座振替について～
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保育参観（浅保）

　（公民館）図○

　（公民館）
文化祭（浅中） 
保育参観（山保）

図○

今

月の
笑顔

金澤幸雄さん（福貴作）

今月の笑
顔

木田三枝子さん（本町2区）

みんなといっしょ
の広場（幼稚園）

つどいの広場
育児相談（保セ）
祖父母学級
（幼稚園）
身体測定（山保）

教育相談～30日
まで（浅小）
芋ほり（浅保）
園外保育、
お弁当の日（山保）

歯科検診
（浅保、山保）

総合健診【東大畑
１・２区、簑輪】
（保セ）
キリンスマイルフィ
ールドサッカー教室
（里小）
交通指導（山保）

休園（幼稚園）
避難訓練（浅保）

秋の遠足、
お弁当の日（浅保）
お弁当の日（山保）

避難訓練（山保）

総合健診【里白石、
染、福貴作】
（北部集会センター）
３～４か月児健診
（保セ）
たんぽぽお話会
（浅保）

総合健診【山白石
全区】
（多目的研修センター）

　添田医院 
（石川町）
 ☎２６ー２５３８
　東舘診療所 
（矢祭町）
☎４６ー３１６５

衣替え
総合健診【荒町
（背戸谷地以外）、
袖山】（保セ）
地区小体連陸上競
技大会（各小学校） 

総合健診【荒町
（背戸谷地）】
（保セ）

つどいの広場
育児相談（保セ）
代休（山保）

幼保交流会
（幼稚園、浅保）
絵本読み聞かせ会
（山保）

総合健診【本町２ 
区、根岸、中里、
松野入】（保セ）
秋の遠足（幼稚園）

なんでも法律相談
（福セ）
幼保交流会
（幼稚園、浅保）

こころの健康相談
（保セ）
幼小交流会
（幼稚園、小学校）
芸術鑑賞（山小）
内科検診（山保）

保育自由参観
（幼稚園）
身体測定（浅保）

総合健診【滝輪１・
２区、大草、 畑田】
（保セ）
　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　あらまちクリニック
（棚倉町） 
☎３３ー８０１８

医○

医○

神輿繰し(山保)
　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　和田医院
（棚倉町）
☎３３ー２０１２

医○

医○

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　木村医院
 （矢祭町）
☎４６ー３５２８

医○

医○

　とりごえ整形外科
クリニック（石川町） 
☎２６ー５０５０
　金澤医院
 （矢祭町） 
☎４６ー２３１２
学習発表会・持久
走大会（山小）

医○

医○

もぐもぐ教室
（保セ）

広報発行日

体育の日

総合健診【本町１
区、小貫、太田輪】
（保セ）

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

10月の主な行事予定

みんなで絆ごう笑顔リレー

町防災行政無線の定時放送を併せてお聞きください

日
（SUN）

月
（MON）

火
（TUE）

水
（WED）

木
（THU）

金
（FRI）

土
（SAT）

つな

　須賀川地区の在宅当番医は須賀川市保健セ
ンター内の休日夜間急病診療所で診察してい
ます。
　須賀川市諏訪町６７-１
　☎０２４８-７６-２９８０
※在宅当番医は変更になる場合がありますの
　で、必ず事前に電話で確認をしてください。

　……図書室開放日・本の読み聞かせ
　……在宅当番医　保セ…保健センター
福セ…地域福祉センター

図○
医○

資源ゴミ

不燃ゴミ

A地区
B地区

荒町、本町一区・二区、東大畑一区・二区
上記以外の区域

※可燃：月・木曜日の週２回、全地区収集

火災件数
救急出動件数
人身事故件数
刑法犯件数

０件
１３件
０件
８件

８月の８月の
人口
男
女
世帯

町の動き町の動き
６,９３９人
３,４７３人
３,４６６人
２,１７２世帯

（－１３）
（－１０）
（－３）
（－３）

（９月１日現在） 【忘れずに納付してください。】

今月の納期 10月28日（月）
国民健康保険税　５期
介護保険料　　　５期
町県民税　　　　３期
後期高齢保険料　３期

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　木村医院
（矢祭町）
☎４６ー３５２８

医○

医○


